
再評価 【番号５】 

広域農道整備事業 
吉野川中部２期地区 
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町道利用区間 

林道利用区間 

つるぎ町

県内位置図

美 馬 市

全体延長 Ｌ＝１９，１００ｍ（既採択 ９，４００ｍ） 

広域農道整備事業 吉野川中部２期地区    

 未採択区間

凡　　　　　　　　　　　　　例
 平成２０年度まで
 平成２１年度～平成２５年度
 平成２６年度
 平成２７年度以降

町道利用区間 

既採択 

既採択 
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待避所 
幅員５．０ｍ 幅員 ５．０m 

待避所 

１．５車線的整備 

７．０ｍで整備した場合 

土留めが必要 → 

余分に切土が必要 

幅員５．０ｍ 

幅員を７．０ｍとした場合、 
 
山側では、さらなる切土が必要 
谷側では、さらなる擁壁高が必要 
 

【多数アンカー工】 

経済的工法の採用 
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広域農道 
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広域農道（未舗装） 

食害防止チューブにより 
保護されている杉の苗木 

広域農道沿いに、新たに進出した 
木材加工場 

広域農道 
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費用対効果 

総便益 
１ 維持管理費節減効果 

２ 営農に係る走行経費節減効果 

３ 一般交通費等経費節減効果  
① 一般交通経費節減効果  

② 林業交通経費節減効果  

③ 林業経営経費節減効果  

４ 災害防止効果  

総便益 ／ 総費用 ＝１．４１ 

総費用 
計画区間全体に要する経費 
 
・建設費用 
 
・再建設費用（評価期間内） 
 
・評価期間終了時点の資産価値 
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町道利用区間 

林道利用区間 

つるぎ町

県内位置図

美 馬 市

全体延長 Ｌ＝１９，１００ｍ（既採択 ９，４００ｍ） 

広域農道整備事業 吉野川中部２期地区    

 未採択区間

凡　　　　　　　　　　　　　例
 平成２０年度まで
 平成２１年度～平成２５年度
 平成２６年度
 平成２７年度以降

町道利用区間 

既採択 

既採択 

今後、５年間で施工し、
開通予定の区間 
（用地取得済み) 
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